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はじめに 

 広島県西部に位置する宮島は 1996 年に世界

文化遺産に登録されている厳島神社をはじめ、

2021 年に重要伝統的建造物群保存地区（重伝

建）に選定された宮島町家のまちなみを有する

年間 400万人以上が訪れる有数の観光地となっ

ている。 

 2023 年 10 月から宮島が属する廿日市市の法

定外普通税である「宮島訪問税」の徴収が開始

され、観光客の来訪により発生・増幅する財政

需要に対応することを目的としている。 

 本稿では、宮島へ渡るための交通アクセス

（航路）の訪問税への対応について報告すると

ともに、観光客の訪問税に対する行動・意識変

化に関するアンケート調査の結果について報告

する。 

 

１．宮島訪問税の概要 

 納税対象者は「船舶により宮島に訪問（入

域）する人」で、宮島の住民、通勤者、通学者

は対象外となっており、訪問者が宮島を訪問

（入域）するごとに 1 人 1 回 100 円、または

1 年分を一時に納付する場合は、訪問者 1 人 1

年ごとに 500円の納税額となる。 

 初年度の令和 5 年度半年間で、1 億 400 万円

（半年で 175万人の来島者を想定）の税収を見

込んでおり、宮島訪問税の主な活用事業として

は、トイレ、休憩スペースなどの環境整備に

7400 万円、宮島口整備事業に 3700 万円など、

3 億 3700 万円の一般財源支出を予定している。 

 

２．宮島訪問税に対する航路事業者の対応 

 宮島へ渡る航路は、宮島口港、広島港、平和

公園、大野港の 4航路が存在しており、宮島行

きの料金に 100円上乗せする形で訪問税の徴収

が行われている。 

 このうち、宮島口港－宮島港を結ぶ主要な 2

社の航路の対応について示す（表 1）。2社はも

ともと別々の改札口を持ち、切符も別々のもの

となっている。JR フェリーは、訪問税の導入

を機に宮島口側にも改札機を導入し、宮島行き

の改札業務を宮島口で行うようになった。また、

JR の企画きっぷで乗船する際は別途訪問税用

のきっぷを購入する手間が必要である。 

 

表 1 宮島への主要航路と訪問税の対応 

事業者名
JR西日本フェリー株

式会社

宮島松大汽船株式会

社

運航時間

宮島口港 初発6:25→

終発22:42

宮島港　 初発5:45→

終発22:14

宮島口港 初発7:15→

終発20:35

宮島港　 初発7:00→

終発20:15

運航便数 通常ダイヤ 53往復

通常ダイヤ 50往復

別途カーフェリー21

往復

運賃
片道 200円（PASPY

180円）

片道 200円（PASPY

180円）

訪問税導入前

の運賃収受

宮島口→宮島：宮島

港にて運賃収受

宮島→宮島口：宮島

港にて運賃収受

宮島口→宮島：宮島

口港にて運賃収受

宮島→宮島口：宮島

港にて運賃収受

訪問税導入後

の運賃収受

宮島口→宮島：宮島

口港にて運賃収受

宮島→宮島口：宮島

港にて運賃収受

同上

備考

・導入後、JR連絡乗

車券を廃止（連絡定

期券は継続）

・企画乗車券を利用

の場合は、宮島訪問

税専用のきっぷを

100円で購入

・広島電鉄と松大汽

船の1日乗車乗船券は

訪問税100円を含む

1,000円で発売
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３．宮島訪問税に対する観光客の行動と意識 

 2023 年 10 月の宮島訪問税の導入前と後に宮

島を訪れた観光客を対象に観光行動と訪問税の

意識に関するアンケート調査を当研究室で実施

した（表 2）。 

 訪問税の認知度については（図 1）、導入後

も知らない人が半数程度おり、知らないまま来

ている実態がある。金額の 100 円については 7

割が適正と回答しており（図 2）、妥当な金額

設定となっている。 

 訪問税の導入前後で、来訪の意向が変化する

かについては（図 3）、大多数が変わらないと

回答しており、訪問税による行動の変化は認め

られなかった。 

 訪問税の使い道に関しては（図 4）、ゴミ処

理や自然環境保全に対する意向が大きい傾向が

みられた。 

 

おわりに 

 宮島訪問税は航路事業者に徴収を委託する形

で導入され、利用者の利便性を保ちつつ徴収す

る工夫がなされている。 

 一方、観光客の訪問税に対する認知度は十分

ではないものの、訪問回数への影響も見られず、

受容されているといえる。今後、観光地の環境

整備のための重要な財源として、負担と活用の

バランスを評価していく必要がある。 

 

表 2 アンケート調査の概要 

事前調査 事後調査

実施日
2023年6月24日(土)

　　　 7月22日(土)

2023年

　　　11月16日(木)

サンプル数 61票 120票

実施場所

調査対象

調査項目

宮島島内（海岸通り）

宮島を訪れた観光客への聞き取り調査

・個人属性

・宮島島内の訪問場所

・宮島訪問税について
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図 1 訪問税の認知度 
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図 2 訪問税の適正金額 
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図 3 来訪の意向 
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図 4 訪問税の使い道の意向 

（事前調査・複数回答） 


